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設立_第 1 号報告 

令和 7 年度全国高等学校総合体育大会概要 

 

 

1 全国高等学校総合体育大会とは 

全国高等学校総合体育大会は、通称「インターハイ」とも呼ばれ、学校対抗で行われ

る高校生スポーツの総合体育大会であり、夏季大会と冬季大会が開催されている。 

昭和38年度に第1回大会が新潟県で開催され、平成22年度の沖縄県までは各都道府県単

独で開催されてきたが、平成23年度からは全国を9ブロックに分け、輪番による広域開催

となり、令和7年度は、広島県・鳥取県・島根県・岡山県・山口県の中国ブロックでの開

催が決定した。 

年  度 開   催   地 地域 ブロック 

令和 3 年度 福井、新潟、富山、石川、長野 中 北信越 

令和 4 年度 徳島、香川、愛媛、高知 西 四国 

令和 5 年度 北海道 東 北海道 

令和 6 年度 福岡、佐賀、長崎、大分 西 九州（北部） 

令和 7 年度 広島、鳥取、島根、岡山、山口 西 中国 

2 目的 

全国高等学校総合体育大会は、教育活動の一環として高等学校(中等教育学校後期課程

を含む)の生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図

るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身ともに健全な青少年を育成

する。 

 

3 実施主体 

（1）主催 

（公財）全国高等学校体育連盟、開催県、開催県教育委員会、関係中央競技団体 

※競技種目別大会は会場地市町及び同教育委員会を含む 

（2）共催 

読売新聞社 

（3）後援 

スポーツ庁、(公財)日本スポーツ協会、ＮＨＫ、 

※競技種目別大会は県スポーツ協会及び会場地市町スポーツ（体育）協会を含む 

（4）主管 

（公財）全国高体連競技専門部、開催県高等学校体育連盟、開催県関係競技団体 
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6 令和 7 年度全国高等学校総合体育大会大会（中国総体）の概要 

（1）大会期間  令和 7 年 7 月 23 日（水）～8 月 20 日（水） 

（2）実施競技  30 競技（34 種目） 広島県を主会場に中国 5 県で開催  

※島根県 6 種目 

（3）参加者数  約 5,000 人（選手・監督等） 

【参考：令和 7 年度開催中国地区他県の開催競技】 

県 名 種目数 競技（種目）名 

広島県 8 

陸上競技、水泳（競泳）、剣道、水泳（飛込）、ボート、少林寺拳

法、テニス、登山 

【総合開会式】 

鳥取県 6 
相撲、弓道、ウエイトリフティング、自転車競技（トラック）、 

自転車競技（ロード）、ホッケー 

島根県 6 
体操（体操競技）、バレーボール（男子）、レスリング、 

フェンシング、なぎなた、カヌー 

岡山県 7 
バスケットボール、バレーボール（女子）、柔道、 

ハンドボール、ソフトボール、ボクシング、空手道 

山口県 6 
体操（新体操）、卓球、水泳（水球）、ソフトテニス、 

バトミントン、アーチェリー 

※ヨット競技は和歌山県、サッカー（女子）は北海道、サッカー（男子）は福島県で固

定開催。 

※男女別競技は、表では、それぞれ 1 種目として計上しています。 

 

（4）島根県開催競技について 

競技種目 会場地 競技会場 

体操（体操競技） 浜田市 島根県立体育館（竹本正男アリーナ） 

バレーボール（男子） 松江市 松江市総合体育館、鹿島総合体育館 

レスリング 雲南市 三刀屋文化体育館アスパル 

フェンシング 安来市 
安来市総合文化ホールアルテピア 

安来市市民体育館 

なぎなた 出雲市 
出雲だんだんとまとアリーナ 

（出雲市総合体育館） 

カヌー 美郷町 美郷町カヌースプリント競技場 
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7 体操競技日程（島根県浜田市） 

会 

場 
会 場 名 

7/30 

（水） 

7/31 

（木） 

8/1 

（金） 

8/2 

（土） 

8/3 

（日） 

8/4 

（月） 

8/5 

（火） 

競
技
会
場 

島根県立 

体育館 
※ ※ ○ 

〇 

開会式 
● ● 

● 

閉会式 

サ
ブ
会
場 

浜田高校 

体育館 
※ ※ ○ ○ ○ ○ 〇 

練
習
会
場 

ふれあい 

ジム・かなぎ 
※ ※ ○ ○ ○ 〇  

○＝公式練習、●＝競技、※＝設営 

・7 月 30 日（水）・・・・・・・・ 器具設置 

・7 月 31 日（木）・・・・・・・・ 器具設置、器具慣れ（フリー練習） 

・8 月 1 日（金） ・・・・・・・・公式練習（割り当て練習） 

・8 月 2 日（土） ・・・・・・・・公式練習（割り当て練習）、開会式 

・8 月 3 日（日）～4 日（月）・・・予選演技 

・8 月 5 日（火）・・・・・・・・・決勝演技、閉会式 

 

8 過去の参加状況（体操競技） 

年 度 

開催市 

選  手 監督 

コーチ 
合計 

参 加 校 観客数 

延べ人数 男子 女子 計 男子 女子 計 

R5 

札幌市 
317 320 637 295 932 93 111 204 4,931 

R4 

高松市 
307 310 617 313 930 88 110 198 2,076 

R3 

新潟市 
314 326 640 214 854 99 108 207 0 

R1 

鹿児島市 
328 305 633 214 847 91 109 200 7,760 

※R3 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により無観客開催 

※R2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
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○ 愛  称 

「開け未来の扉 中国総体 2025」 （作者：二井
に い

 陽香
はるか

 広島県立高陽高等学校） 

【作品説明】 

コロナ禍で先がどうなるかわからない中、高校生が様々な制限の中で培ってきた努力を発揮し、未来を少しでも明る

くしたいという思いを込めました。 

 

○ スローガン 

「輝け 君の青春 刻め 努力の軌跡」 （作者：阿部
あ べ

 晃子
あきこ

 山口県立萩商工高等学校） 

【作品説明】 

全選手に向けてのメッセージとしての意味。努力は裏切らないという思いです。 

（横書き作品揮毫者：曽我
そ が

 仁美
ひ と み

 広島県立大門高等学校） 

（縦書き作品揮毫者：笹井
さ さ い

 遥花
は る か

 広島県立大門高等学校） 

 

○ シンボルマーク （作者：桺 澤
やなぎさわ

 雄希
ゆうき

 広島県立海田高等学校） 

【作品説明】 

５つで色を変えて中国地方の５県をイメージしその５県が高体連 のマークに向かって競っ

ているときの躍動感を表現した。 

 

 

○ 総合ポスター図案 （作者：西村
にしむら

 あさひ サビエル高等学校（山口県）） 

【作品説明】 

どのスポーツをする人も本気で取り組みますが、その中でも高校で の部活動は特別です。3 

年間、楽しいことや辛い事がありながら、がむしゃらに練習すると思います。そんな「熱」や

「勢い」「激しさ」を 表現しました。 

 

 

○ インターハイマスコットキャラクター「ウイニンくん」 
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設立_第 2 号報告 

 

令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 

浜 田 市 準 備 経 過 概 要 

 

年 月 準  備  経  過 

令和 4 年 4 月 
・令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 体操（体操競

技）の開催地として依頼があり、承諾 

令和 4 年 6 月 
・令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 体操（体操競

技）の浜田市開催が正式決定 

令和 5 年 8 月 ・島根県高体連体操専門部による会場視察 

令和 6 年 4 月 

・浜田市教育委員会内に、高校総体・国スポ・全スポ推

進室を新設 

・島根県が令和 7 年度全国高等学校総合体育大会島根県

実行委員会設立総会及び第 1 回総会を開催 

令和 6 年 6 月（本日） 
・令和 7 年度全国高等学校総合体育大会浜田市実行委員

会設立総会及び第 1 回総会を開催 
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設立_第 1 号議案 

 

令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 

浜田市実行委員会の設立（案） 

 

設 立 趣 旨 

 

全国高等学校総合体育大会は、教育活動の一環として高等学校の生徒に広く

スポーツ実践の機会を与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに、

高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身ともに健全な青少年を育成する

ことを目的とする高等学校最大のスポーツの祭典です。 

令和 7 年度の大会は、島根県・岡山県・広島県・山口県・鳥取県の中国 5 県

で開催され、浜田市では体操競技の運営にあたります。 

本大会の開催にあたり、高校生の積極的な活動を通して、豊かな人間性や社

会性を育み、地域の未来を担う人材を育成し、高校生最大のスポーツの祭典に

ふさわしい大会とすることを目的に、多くの関係者のご支援・ご協力のもと、

開催準備ならびに大会運営に万全を期するため「令和 7 年度全国高等学校総合

体育大会浜田市実行委員会」を設立するものであります。 

 

 

※ 参考（抜粋） 

○令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 島根県開催基本構想 

第1 基本的事項 

 3 準備・運営体制 

  （2）会場地市町 

     競技種目別大会の準備・運営にあたるため、会場地市町実行委員会（以下、「市

町実行委員会」という。）を設置し、開催基本方針に基づき、その推進に努める。 
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設立_第 2 号議案 

令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 

浜田市実行委員会会則（案） 

 

第 1 章 総 則 

（名称） 

第 1 条 この会は、令和 7 年度全国高等学校総合体育大会浜田市実行委員会（以

下「本会」という。）と称する。 

（目的） 

第 2 条 本会は、令和 7 年度全国高等学校総合体育大会のうち浜田市において開

催される体操競技（以下「大会」）という。）を実施するために、必要な事業を

行うことを目的とする。 

（事業） 

第 3 条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（1）大会開催に必要な総合企画に関すること。 

（2）大会運営及び式典に関すること。 

（3）大会開催に必要な競技施設及び関連施設等の整備に関すること。 

（4）広報活動及び報道に関すること。 

（5）大会の開催に関係する機関及び団体との連携に関すること。 

（6）その他大会開催に必要な事項に関すること。 

 

第 2 章 組 織 

（組織） 

第 4 条 本会は、会長及び委員をもって組織する。 

2 会長は、浜田市長をもって充てる。 

3 委員は、大会の開催に関係する機関及び団体の役職員等のうちから会長が委嘱

する。 

（役員） 

第 5 条 本会に、会長のほか次の役員を置く。 

（1）副会長   若干名 

（2）監 事   2 名 

2 役員は、委員のうちから、第 9 条に規定する総会の同意を得て、会長が委嘱す

る。 

（役員の職務） 

第 6 条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 
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2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指定した

副会長がその職務を代理する。 

3 監事は、本会の会計を監査する。 

（任期） 

第 7 条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、本会の目的を達成す

るまでとする。ただし、会長が特別の理由があると認めたときは、この限りで

はない。 

2 委員等が就任時におけるそれぞれの所属機関又は団体の役職を離れたときは、

その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

3 会長は、前項の規定により委員等の変更があった場合は、次の総会において報

告する。 

 

（顧問及び参与） 

第 8 条 本会に顧問及び参与を置くことができる。 

2 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

3 顧問は重要な事項について諮問に応じる。 

4 参与は重要な事項について参与する。 

5 顧問及び参与の任期は、前条第 1 項の規定を準用する。 

 

第 3 章 会 議 

 

（総会） 

第 9 条 本会に総会を置く。 

2 総会は、本会の委員をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。 

3 総会は次に掲げる事項について審議し、議決する。 

（1）会則の制定及び改廃に関すること。 

（2）大会開催の総括的企画・運営に関すること。 

（3）事業計画及び事業報告に関すること。 

（4）予算及び決算に関すること。 

（5）その他重要な事項に関すること。 

4 総会の議長は、会長又は会長が指名する副会長をもって充てる。 

5 総会は、委員の過半数の出席をもって開会し、議決することができる。なお、

総会に出席できない委員は、代理人にその権限を委任し、又は書面で議決に加

わることができる。 

6 総会の議事は、出席委員（代理人にその権限を委任し、又は書面で議決に加わ
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った者を含む。）の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

 

第 4 章 専決処分 

（会長の専決処分） 

第 10 条 会長は、総会を招集するいとまがないと認めるときは、前条の規定にか

かわらず、議決すべき事項を専決処分することができる。 

2 会長は、前項の規定により専決処分したときは、次の総会において報告し、そ

の承認を得なければならない。 

 

第 5 章 事務局 

（事務局） 

第 11 条 本会の事務を処理するため、浜田市教育委員会内に事務局を置く。 

2 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第 6 章 会計 

（経費） 

第 12 条 本会の経費は、補助金、負担金及びその他の収入をもって充てる。 

（会計） 

第 13 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始まり、翌年の 3 月 31 日に終わる

ものとする。ただし、本会の設立当初の会計年度については、この会則の施行の

日から令和 7 年 3 月 31 日までとする。 

2 本会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定めるもののほか、浜田市の会計

に関する諸規則に準ずるものとする。 

 

第 7 章 解散 

（解散） 

第 14 条 本会は、その目的が達成されたときをもって解散する。 

（残余財産の帰属） 

第 15 条 前条の規定により本会が解散した場合において、その残余財産は、浜田

市に帰属するものとする。 

第 8 章 補足 

（会長への委任） 

第 16 条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 
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附則 

（施行期日） 

1  この会則は、令和 6 年 6 月 3 日から施行する。 

（準備行為） 

2  この会則による大会の実施に関し必要な行為は、この会則の施行の日前にお

いても行うことができる。 
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区　分 役職名 所属団体・役職名 氏　名

1 浜田市 会　長 浜田市長 久保田　章市

2 浜田市議会 浜田市議会議長 笹田　卓

3 浜田市体育協会 浜田市体育協会会長 山崎　晃

4 島根県高体連 島根県高等学校体育連盟体操専門部部長 志波　英樹

5 浜田市体操連盟 浜田市体操連盟会長 福田　政隆

6 浜田市教育委員会 浜田市教育委員会教育長 岡田　泰宏

7 浜田市健康福祉部長 久保　智

8 浜田市産業経済部長 佐々木　規雄

9 浜田市教育委員会教育部長 草刈　健司

10 施設関係 島根県立体育館館長 安達　章

11 浜田警察署長 竹村　史嗣

12 浜田旅館組合長 鶴田　英也

13 ＪＲ西日本浜田管理駅長 坂根　正光

14 島根県旅客自動車協会浜田支部長 砂田　光

15 浜田市医師会会長 笠田　守

16 島根県看護協会浜田支部長 佐々木　亜弥

17 浜田市消防長 赤岸　健一

18 浜田商工会議所会頭 櫨山　陽介

19 石央商工会会長 田中　昌昭

20 浜田市観光協会代表理事 櫨山　陽介

21 競技団体 島根県高等学校体育連盟体操専門部委員長 山上　隆

22 浜田市会計管理者 板本　実

23 浜田市体操連盟理事長 佐々木　幹司

1 事務局長 浜田市教育委員会高校総体・国スポ・全スポ推進室長 松井　友和

2 浜田市教育委員会高校総体・国スポ・全スポ推進係長 田倉　大輔

3 県立高校従事教員 山上　隆

4 浜田市教育委員会高校総体・国スポ・全スポ推進係 大内田　雄馬

5 R7全国高校総体　事務職員（会計年度任用職員） 次藤　のぞみ

6 R7全国高校総体　事務職員（会計年度任用職員） 未　定

事　務　局

事務局次長

局　員

実行委員会　事務局　（浜田市教育委員会）

副会長

宿泊・交通・飲食関係

保健・安全・衛生

委　員

行政機関

監査 監　事

設立_第3号議案

令年7年度全国高等学校総合体育大会　浜田市実行委員会役員及び委員（案）

商工・観光
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職　名 氏　　　名 所属・役職名

1 顧　　問 大屋　俊弘 島根県議会議員

2 顧　　問 須山　隆 島根県議会議員

3 顧　　問 岡本　淳 島根県議会議員

4 顧　　問 山﨑　誠 島根県高等学校体育連盟会長

5 顧　　問 瀬戸　浩二 島根県体操協会会長

1 参　　与 杉野本　智幸 浜田市教育委員会委員

2 参　　与 岡山　令子 浜田市教育委員会委員

3 参　　与 倉本　一三 浜田市教育委員会委員

4 参　　与 浅津　芙美 浜田市教育委員会委員

5 参　　与 高田　純一 朝日新聞社浜田支局長

6 参　　与 村瀬　達男 毎日新聞松江支局長

7 参　　与 黒田　健太郎 中国新聞社浜田支局長

8 参　　与 佐藤　祐理 読売新聞浜田支局長

9 参　　与 吉田　雅史 山陰中央新報社西部本社報道部長

10 参　　与 野坂　尚代 日本海テレビ浜田支社長

11 参　　与 白根　慎介 山陰中央テレビ西部支社長

12 参　　与 六宮　貴之 山陰放送報道制作局担当局長

13 参　　与 浅井　和人 ＮＨＫ浜田報道室記者

14 参　　与 福浜　秀利 石見ケーブルビジョン代表取締役社長

令和7年度全国高等学校総合体育大会

浜田市実行委員会顧問・参与名簿
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